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2002-3 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 清水 典佳 歯周組織の外来刺激に対する応答性の研究 終了

2004-21 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 祇園白信仁 口腔機能の加齢に伴う変化の数値化 終了

2004-25 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 祇園白信仁 咀嚼時の義歯床下における負担圧分布様相 終了

2008-2 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉   満 口唇圧とセファロ計測項目の関連性と軟組織移動量の予測 終了

2008-8 歯 科 矯 正 学 講 座 教授
　

清水 典佳
高齢者由来間葉系幹細胞および若年者由来間葉系幹細胞の
特性の比較

終了

2009-2 口 腔 外 科 学 講 座 教授 大木 秀郎 口腔前癌病変と口腔癌の進展および予後因子に関する研究 終了

2009-13 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 祇園白信仁 摂食嚥下障害における嚥下機能の客観的評価 終了

2009-15 口 腔 外 科 学 講 座 教授
　

大木 秀郎
口腔扁平苔癬，口腔粘膜難治性慢性炎性疾患に関する臨床
的・病理学的研究

終了

2010-7 解 剖 学 第 Ⅱ 講 座 助教
　

鳥海   拓 乳歯歯髄幹細胞を用いた歯の再生法の確立 終了

2010-15 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 助教 佐藤 光保 食物性状の違いが嚥下動態に与える影響に関する研究 終了

2010-23 感 染 症 免 疫 学 講 座 准教授 田村 宗明 口腔微生物が全身疾患に及ぼす影響 終了

2012-10 歯 科 補 綴 学 第 Ⅲ 講 座 准教授 萩原 芳幸
上顎前歯あるいは小臼歯に埋入されたストローマンボーン
レベルインプラントの臨床成績評価研究

終了

2012-12 口 腔 外 科 学 講 座 教授
　

外木 守雄 顎変形症患者の外科手術前後の上気道呼吸変化について 終了

　
2013-1 生 化 学 講 座 専任講師 山口 洋子

歯周炎ならびに口腔癌の発症・進展機構における結合組織
の役割

終了

2013-3 生 理 学 講 座 専任講師 坪井 美行 ヒト口腔粘膜の温度感覚受容機構解明 終了

2013-7 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 教授 植田耕一郎
咬合高径および嚥下姿勢の変化が嚥下圧と嚥下関連筋に及
ぼす影響

終了

2013-9 歯 科 補 綴 学 第 Ⅲ 講 座 教授 小峰   太
歯科用セラミックを用いた修復物および補綴装置の臨床評
価

終了

2013-13 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉   満
侵襲を受けた歯根膜細胞に対する低出力超音波パルスの歯
根膜細胞再生促進効果

終了

2013-14 口 腔 外 科 学 講 座 教授 大木 秀郎
細胞診検体を用いた遺伝子増幅法によるカンジダ菌検出シ
ステムの開発

終了

2013-17 総 合 歯 科 学 分 野 専任講師 関　 啓介 歯周炎患者におけるインプラント治療の予後に関する調査 終了

2014-1 臨 床 医 学 講 座 教授 米原 啓之
頭頸部腫瘍患者の術前・術後の細菌叢の変化および術後感
染合併症との関連性について

終了

2014-4 歯 科 補 綴 学 第 Ⅲ 講 座 准教授 小泉 寛恭 歯質接着システムの検討 終了

2014-5 口 腔 外 学 講 座 教授 大木 秀郎 歯周炎診断システムの研究開発 終了

2014-6 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 助教 羽鳥 啓介
難治性根尖性歯周炎におけるFoxo3発現が炎症性細胞に及
ぼす影響

終了

2014-13 解 剖 学 Ⅱ 講 座 助教
　

鳥海   拓
歯髄細胞の神経再生能・抗炎症作用および免疫寛容能の解
明

終了

2014-14 医 療 人 間 科 学 分 野 専任講師 三澤麻衣子
在宅要介護高齢者に対する効率的な口腔ケアサービス提供
体制の確立に向けて

終了

2014-15 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 清水 典佳
日本大学歯学部付属歯科病院歯科矯正科における来院患者
の実態調査

終了

2014-16 小 児 歯 科 学 講 座 教授 白川 哲夫
当科での全身麻酔下歯科治療に関する患者さんの保護者の
方への意識調査

終了

2014-17 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉   満
歯科用コーンビームCT画像を用いた下顎歯槽部における歯
科矯正用アンカースクリューの植立位置の検討

終了

2014-18 衛 生 学 講 座 教授 川戸　貴行 幼児の口腔の発育状況と構音に関する調査研究 終了

2015-2 臨 床 医 学 講 座 教授 米原 啓之
顎変形症患者における顎矯正外科手術前後の嚥下動態の変
化について

終了
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2015-3 歯 科 保 存 学 第 Ⅰ 講 座 教授 宮崎 真至 フッ化スズ含有歯磨剤の象牙細管封鎖性に関する研究 終了

2015-5 歯 科 矯 正 学 講 座 専任講師 田村 隆彦
下顎および上下顎骨切り術を施行した顎変形症症例の術後
評価の検討

終了

2015-6 歯 科 保 存 学 第 Ⅰ 講 座 教授 宮崎 真至 セルフエッチアドヒーシブの接着疲労耐久性に関する研究 終了

2015-7 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 准教授 菅野 直之 更年期における口腔内の変化について 終了

2015-8 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 阿部 仁子
重度摂食嚥下障害患者に対する摂食嚥下リハビリテーショ
ン介入の課題と意義いついての研究

終了

2015-9 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 阿部 仁子
嗅覚・視覚刺激による唾液分泌量および成分解析と咳反射
の閾値い関する研究

終了

2015-10 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 教授 植田耕一郎
姿勢の変化に伴う安静時唾液と咀嚼時唾液の流量変化に関
する研究

終了

2015-11 病 理 学 講 座 教授 浅野 正岳
口腔に生じる歯原性腫瘍や非歯原性腫瘍、嚢胞性疾患、粘
膜病変などの免疫組織学的検討

終了

2015-12 総 合 歯 科 学 分 野 助教 河越 邦子 女性研修歯科医のキャリア形成に関する意識調査 終了

2015-13 解 剖 学 第 Ⅱ 講 座 助教 鳥海　 拓 ヒト永久歯歯髄幹細胞の特性解析 終了

EP16D001 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 教授 佐藤 秀一 歯周病臨床データベースパイロットモデルの構築 終了

EP16D002 歯 科 衛 生 専 門 学 校 専任教員 満足 　愛
ビデオ撮影を取り入れたロールプレイによる歯科保健指導
実習-生徒の授業アンケート-

終了

EP16D003 歯 科 衛 生 専 門 学 校 専任教員 國井　知余 歯科衛生専門学校生の多様化と意識の違い 終了

EP16D004 歯 科 補 綴 学 第 Ⅱ 講 座 准教授 月村 直樹
義歯による咬合支持の有無が身体のバランス、特に重心動
揺軌跡に及ぼす影響

終了

EP16D005 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 阿部 仁子
頭頸部癌患者に対する摂食嚥下リハビリテーション介入の
課題と意義についての研究

終了

EP16D006 口 腔 外 科 講 座 教授 外木 守雄
『睡眠時無呼吸障害の予防はなし得るか』-睡眠時無呼吸
障害を防ぐために小児期からのアプローチについて考える
－

終了

EP16D007 口 腔 外 科 講 座 教授 外木 守雄
『顎変形症患者の外科手術前後の上気道気流変化につい
て』－３Ｄモデルを用いた流体構造解析

終了

EP16D008 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 清水 典佳
熱膨張性マイクロカプセルを添加した光重合型接着したセ
ラミックブラケット撤去時のCO2についての研究

終了

EP16D009 歯 科 放 射 線 学 講 座 専任講師 江島堅一郎
顎口腔領域の病変に係わる画像診断の研究とその臨床的評
価に関する研究

終了

EP16D010 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 中山 渕利 窒息関連因子についての研究 終了

EP16D011 総 合 歯 科 学 分 野 専任講師 関   啓介 画像処理ソフトウエアを利用した歯槽骨吸収の評価 終了

EP16D012 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 専任講師 勝呂　 尚 新しい電気的根管長測定器に関する基礎的研究 終了

EP16D013 総 合 歯 科 学 分 野 専任講師 関   啓介
インプラント治療患者の補綴学的および生物学的併発症に
関する調査

終了

EP16D014 病 理 学 講 座 教授 浅野 正岳
ビフィズス菌末の摂取が低出生体重児のIgA産生促進作用
に及ぼす影響の検討

終了

EP16D015 総 合 歯 科 学 分 野 准教授 紙本　篤
光学印象デバイスを用いた臨床研修歯科医師の窩洞形成評
価

終了

EP16D016 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉 　満
口蓋に植立された矯正用アンカースクリューの脱落要因の
検討

終了

EP16D017 解 剖 学 第 Ⅰ 講 座 教授 髙橋 富久
股関節屈曲における腸腰筋構成筋群と大腿直筋の機能的差
異について-大腰筋の浅・深頭にも注目して-

終了

EP16D018 総 合 歯 科 学 分 野 専任講師 関　 啓介
訪問歯科診療(在宅・老人保健施設）におけるインプラン
トの実態とその問題点

終了

EP16D019 病 理 学 講 座 教授 浅野 正岳
ヒト唾液分泌または病原細菌に及ぼすにがり水をはじめと
する各種飲料水の影響に関する研究

終了

EP16D020 口 腔 内 科 学 講 座 専任講師 篠崎 貴弘 筋筋膜痛症候群の中枢における疼痛反応に関する研究 終了

EP16D021 歯 科 矯 正 学 講 座 准教授 馬谷原琴枝 歯科矯正治療が顎顔面形態の変化に及ぼす影響について 終了
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EP16D022 歯 科 衛 生 専 門 学 校 専任教員 満足　 愛
一般歯科医院における歯科衛生士業務見学実習が生徒の職
業的アイデンティティに及ぼす影響

終了

EP16D024 口 腔 内 科 学 講 座 教授 岡田 明子
バーニングマウス症候群およびシェーグレン症候群患者に
おける自律訓練法ならびにガム咀嚼と，内分泌ならびに免
疫機能との関係について

終了

EP16D025 歯 科 補 綴 学 第 Ⅲ 講 座 助教 野川 博史 補綴装置の装着における歯質接着システムの検討 終了

EP16D026 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 教授 武市　 収
根治性根尖性歯周炎関連細菌によるEpstein-Barr virusの
再活性化が根尖病変の発症や遷延に及ぼす影響について

終了

EP17D001 口 腔 内 科 学 講 座 教授 今村 佳樹
筋筋膜痛症候群の病態解明ならびに治療法確立に関する研
究

終了

EP17D002 歯 科 補 綴 学 第 Ⅱ 講 座 准教授 月村 直樹
義歯による咬合支持の有無が身体のバランス評価の一つで
ある静的および動的重心動揺軌跡に及ぼす影響

終了

EP17D003 生 化 学 講 座 准教授 津田 啓方
歯周疾患による自己免疫疾患発症メカニズムの探索とその
予防法の開発

中止

EP17D004 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉 　満 正中口蓋縫合の癒合時期に関する調査 終了

EP17D005 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 飯沼 利光 全部床義歯の抗菌性向上に関する研究

EP17D006 感 染 症 免 疫 学 講 座 教授 今井 健一 歯周病の細菌叢とＥＢウイルス再活性化との関連性の解明 終了

EP17D007 生 化 学 講 座 専任講師 山口 洋子
内科外来におけるぺリオスクリーンの利用並びに洗口吐出
液のヘモグロビンとＨＧＦの定量について

EP17D008 医 療 人 間 科 学 分 野 准教授 山﨑 晴美
医療面接における非言語的コミュニケージョンに関する研
究　その１　顎顔面領域の腫脹等の病態を再現した模擬患
者用特殊メイク法の開発

終了

EP17D009 感 染 症 免 疫 学 講 座 教授 今井 健一 呼吸器系疾患に対する口腔ケアの効果に関する研究 中止

EP17D010 歯 科 補 綴 学 第 Ⅱ 講 座 准教授 月村 直樹
大学スポーツ選手の口腔衛生状態の把握と音波電動歯ブラ
シ使用による改善効果

終了

EP17D011 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄
顎矯正手術術直後の睡眠時呼吸状態の変化についての研究
－周術期管理の安全性向上のため－

終了

EP17D012 歯 科 矯 正 学 講 座 准教授 馬谷原琴枝 歯周病組織の外来刺激に対する応答性の研究

EP17D013 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 教授 林　　 誠 新規リン酸カルシウムセメントの辺縁封鎖性に関する研究

EP17D014 歯 科 麻 酔 学 講 座 助教 北山 稔恭
心拍変動を指標とした手術患者の周術期ストレスに関する
研究

終了

EP17D015 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 飯沼 利光 全部床義歯製作におけるデジタル技術の活用 中止

EP17D016 歯 科 保 存 学 第 Ⅰ 講 座 教授 宮崎 真至 新規オフィスホワイトニング材の漂白効果 終了

EP17D017 臨 床 医 学 講 座 専任講師 生木 俊輔
骨造成方法に関する検討および移植骨の経時的変化につい
て

EP17D018 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄
口腔粘膜疾患、唾液腺疾患、骨・軟骨疾患等における臨床
的検討

EP17D019 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄 疫学調査「口腔がん登録」

EP17D020 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 阿部 仁子
他医療機関で治療を受けた頭頸部癌患者に対する摂食嚥下
リハビリテーション介入の課題と意義についての研究

終了

EP18D001 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 教授 佐藤 秀一 リグロス®歯科用キット(600μｇ/1200μｇ）使用成績調査 終了

EP18D002 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 飯沼 利光 電解酸性機能水を用いた高齢者の口腔管理に関する研究

EP18D003 衛 生 学 講 座 教授 川戸 貴行
有人国境離島地域における歯科医療体制と歯科口腔保健に
関するアンケート調査

中止

EP18D004 矯 正 学 講 座　専任講師　 納村 泰弘 歯科矯正用ブラケット撤去時の接着力と痛みについて 終了

EP18D005 衛 生 学 講 座 教授 川戸 貴行 幼児の口腔の発育状況と構音に関する調査研究

EP18D006 医 療 人 間 科 学 分 野　専任講師　 上原　任
初診時医療面接シナリオ作成支援システムの開発に関する
研究

終了
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EP18D007 薬 理 学 講 座 教授 小林 真之 歯で噛むことによる物体の硬さ知覚の研究 中止

EP18D008 矯 正 学 講 座 教授 本吉 　満 顎機能が歯列顔面複合体に与える影響

EP18D009 衛 生 専 門 学 校　専任教員　 満足 　愛
歯科衛生専門学生における歯科衛生士の職業的アイデン
ティティについて

終了

EP18D010 口 腔 外 科 学 講 座 教授 外木 守雄 手術前後のカフリーク圧変化に及ぼす因子の検討

EP18D011 小 児 歯 科 学 講 座 助教 石山 未紗
ヒト歯髄幹細胞の樹立と神経細胞への分化誘導に関する研
究

EP18D012 歯 科 補 綴 学 第 Ⅱ 講 座　専任講師　 大山 哲生
多施設共通診査票を用いた磁性アタッチメント義歯の予後
調査

EP18D013 医 療 人 間 科 学 分 野 　准教授　 山﨑 晴美
医療面接における非言語的コミュニケーションに関する研
究　その２　模擬患者に顎顔面領域の腫脹等を再現した場
合の歯科医師の痛みの評価について

中止

EP18D014 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 助教 羽鳥 啓介
難治性根尖性歯周炎におけるＳ１００タンパクの機能的役
割

終了

EP18D015 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 専任講師 蓮池　 聡
ＣＯ２レーザーによる上皮除去が歯肉結合組織移植術の根
面被覆率に及ぼす影響

EP18D016 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄 歯科医院における訪問歯科診療の状況についての調査 終了

EP18D017 生 化 学 講 座 専任講師 山口 洋子
歯周病早期診断マーカー探索を目的とした健康診断データ
の統計解析

EP18D018 生 化 学 講 座 専任講師 山口 洋子
歯周炎・インプラント周囲炎並びに口腔癌の発症・進展機
構における結合組織の役割

EP18D019 感 染 症 免 疫 学 講 座 　准教授　 田村 宗明 口腔微生物が口腔及び全身疾患に及ぼす影響

EP18D020 小 児 歯 科 学 講 座 教授 白川 哲夫
全国歯科大学・歯学部付属病院小児歯科外来における経口
抗菌薬の使用実態調査

終了

EP19D001 衛 生 専 門 学 校 専任教員 鈴石 雅子
車椅子介助実習における課題学習およびビデオ映像を用い
たアクティブ・ラーニングの効果

終了

EP19D002 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 教授 植田耕一郎
急性期病院における嚥下障害患者の予後予測，退院転機別
での食事変化の検討

終了

EP19D003 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 専任講師 西田 哲也
全身性疾患への影響を考慮した新たな歯周病重症度検査項
目の策定

終了

EP19D004 法 医 学 講 座 教授 網干 博文 バーチャル模型を使用した法医学実習の教育に関する研究 終了

EP19D005 歯 科 放 射 線 学 講 座 教授 新井 嘉則
高精細・小照射野コーンビームＣＴ画像を用いた画像診断
に関する研究

EP19D006 薬 理 学 講 座 助教 中谷 有香
三叉神経痛治療に用いた薬剤による薬剤性過敏症症候発症
後の治療経過と三叉神経痛の疼痛強度の変化に関する研究

EP19D008 歯 科 矯 正 学 講 座 准教授 馬谷原琴枝
日本大学歯学部付属歯科病院歯科矯正科における来院患者
の実態調査

終了

EP19D009 歯 科 矯 正 学 講 座 専任講師 内田　靖紀 矯正歯科治療後の舌位に関する研究 中止

EP19D010 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉　　満
口蓋に植立された矯正用アンカースクリューの脱落要因の
検討

EP19D011 生 化 学 講 座 准教授 津田　啓方
歯周疾患による自己免疫疾患発症メカニズムの探索とその
予防法の開発

EP19D012 歯 科 保 存 学 第 1 講 座 教授 宮崎　真至 唾液汚染の除去法が歯質接着性に及ぼす影響 終了

EP19D013 歯 科 矯 正 学 講 座 講 座 教授 本吉　　満
マウスピース型矯正装置と歯科矯正用アンカースクリュー
を併用した新しい矯正歯科治療法の開発

EP19D014 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 准教授 菅野　直之
閉経女性におけるエクオール産生能と口腔内の関係につい
て

EP19D015 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 中山　渕利
施設入所者におけるサルコペニアおよび認知機能と咀嚼機
能との関連性
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EP19D016 総 合 歯 科 学 分 野 助教 竹内　義真
日本大学歯学部付属歯科病院歯科医師臨床研修における離
島歯科診療プログラム調査報告

終了

EP19D017 小 児 歯 科 学 講 座 助教 武井 浩樹
日本大学歯学部付属歯科病院小児歯科における過剰歯の実
態調査

終了

EP19D018 歯 科 矯 正 学 講 座 准教授 納村 泰弘 歯科矯正用ブラケット撤去時の歯面の自己修復

EP19D019 法 医 学 講 座 教授 網干 博文 オルソパントモグラムを用いた年齢推定に関する研究 終了

EP19D020 小 児 歯 科 学 講 座 専任講師 高森 一乗
日本大学歯学部付属歯科病院小児歯科における　Er:YAG
レーザ―使用の実態調査

終了

EP20D001 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 飯沼 利光
超高齢者における口腔機能、精神機能および身体機能に関
する大規模調査

EP20D002 歯 科 麻 酔 学 講 座 助教 北山 稔恭
全身麻酔管理下で歯科治療を行う小児患者の周術期ストレ
スに関する研究

EP20D003 摂 食 機 能 療 法 学 講 座 准教授 中山　渕利 経口摂取状況と口腔衛生状態との関連性について 終了

EP20D004 歯 科 麻 酔 学 講 座 教授 岡　　俊一 鎮静指標としての瞳孔散大反応の有効性に関する研究

EP20D005 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄
顎矯正手術における上顎骨の安定性と周囲と組織の変化に
ついて

EP20D006 総 合 歯 科 学 分 野 専任講師 関　 啓介
日本大学歯学部三島歯科医療センターにおける症例実態調
査

EP20D007 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 教授 宮崎　真至 ユニバーサルアドヒーシブの接着疲労耐久性に関する研究

EP20D008 感 染 症 免 疫 学 講 座 教授 今井 健一
唾液を用いた新型コロナウイルスの検査と性状に関する研
究

EP20D009 感 染 症 免 疫 学 講 座 教授   今井 健一 集中治療領域の患者への口腔ケアの効果に関する研究 中止

EP20D010 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 准教授 　高津 匡樹
日本大学歯学部における科目等履修生制度に関する調査研
究

終了

EP20D011 歯 科 保 存 学 第 Ⅰ 講 座 教授 宮崎 真至 オフィスホワイトニングにおける知覚過敏抑制材の効果 終了

EP20D012 口 腔 内 科 学 講 座 教授 　岡田 明子 筋筋膜性歯痛患者における歯痛膜疼痛閾値の変化 中止

EP20D013 口 腔 内 科 学 講 座 教授   今村 佳樹 慢性疼痛患者における発達障害の関与に関する研究 終了

EP20D014 歯 科 麻 酔 学 講 座 　教授　 　岡　 俊一
日本歯科麻酔学指導施設における歯科麻酔管理症例データ
ベース構築に関する研究

終了

EP20D015 口 腔 内 科 学 講 座 教授   今村 佳樹
慢性疼痛患者のデータベースの構築：「日本における慢性口
腔顔面痛の実態調査」

EP21D001 歯 科 放 射 線 学 講 座 専任講師 江島堅一郎
歯科放射線における画像診断および教育の効率化を目指し
たシステム構築に関する研究

EP21D002 口 腔 内 科 学 講 座 教授 野間　昇
バーニングマウス症候群および慢性口腔顔面痛群患者にお
ける自律訓練法ならびにガム咀嚼と，下降性疼痛抑制との
関係について

EP21D003 歯 科 衛 生 専 門 学 校 専任教員 満足 　愛
新型コロナウイルス感染症拡大下における歯科衛生専門学
生の職業意識

EP21D004 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄
数値流体解析(CFD)を用いた顎変形症患者の手術前後の上
気道気流変化について

EP21D005 歯 科 矯 正 学 講 座 教授 本吉 　満
歯肉のバイオタイプと歯科矯正用アンカースクリュー植立
部位の解剖部位の解剖学的特徴との関係性に関する研究

EP21D006 小 児 歯 科 学 講 座 専任講師 高森 一乗
口腔内スプリントによるトゥレット症候群患者のチック抑制
効果に関する研究

EP21D007 歯 科 麻 酔 学 講 座 准教授 小柳 裕子 嗅刺激のストレスおよび疼痛閾値に対する作用

EP21D008 歯 科 保 存 学 第 Ⅰ 講 座 教授 宮崎 真至
新規ホームホワイトニング材を用いたデュアルホワイトニン
グの臨床術式の確立

EP21D009 感 染 症 免 疫 学 講 座 教授 今井 健一 誤嚥性肺炎患者に対する口腔ケアの効果に関する研究

EP21D010 法 医 学 講 座 専任講師 堤　博文
種々の環境下に置かれた歯からのＤＮＡ型検査による個人識
別
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EP21D011 歯 科 保 存 学 第 Ⅲ 講 座 専任講師 西田 哲也 侵襲性歯周炎患者のデータベース構築に向けた研究

EP21D012 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 教授 武市　収
難治性根尖性歯周炎における再活性化Epstein-Barrウイルス
の影響

EP21D013 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄
日本大学歯学部付属歯科病院における顎変形症患者の実態
調査

EP21D014 法 医 学 講 座 准教授 近藤 真啓 ＤＮＡのメチル化状態の定量による個人識別法の検討

EP22D001 病 理 学 講 座 助教 福井　怜
頭蓋顔面骨格に対するRAMPAと口腔内装置VomPressの併用
による効果：有限要素解析

EP22D002 口 腔 外 科 学 第 Ⅰ 講 座 教授 外木 守雄
口腔扁平上皮癌におけるIL-1αの発現意義と予後との相関
の解明

EP22D003 歯 科 補 綴 学 第 Ⅲ 講 座 教授 　荻原 芳幸 義歯装着高齢者におけるインプラントの臨床的評価

EP22D004 歯 科 保 存 学 第 １ 講 座 教授 宮崎 真至
４０％過酸化水素オフィスホワイトニング材の効果的な処
置時間について

外部許可追
認１
2022/6/16

東 京 医 科 歯 科 大 学
助 教 下 岸 将 博
日本大学歯学部基礎自然
科 学 分 野

助教 渡邊　孝康 インプラント周囲叢を規定する環境因子の検索

EP22D005 歯 科 放 射 線 学 講 座 教授 新井 嘉則
心拍変動を指標とした手術患者の周術期ストレスに関する
研究

EP22D006 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 助教 鈴木　裕介 歯内疾患の治癒過程における硬組織形成の定量的計測

EP22D007 歯 科 麻 酔 学 講 座 助教 里見　ひとみ
オンダンセトロンの投与タイミングと静脈麻酔薬の違いが
周術期の悪心・嘔吐に及ぼす影響

EP22D008 口 腔 外 科 学 第 Ⅱ 講 座 専任講師 生木 俊輔
画像検査データを用いた、手術用シミュレーションモデル
による手術術式の検討

EP22D009 感 染 症 免 疫 学 講 座 准教授 田村 宗明 口腔ケア剤の航空及び全身疾患の予防効果

EP22D010 口 腔 内 科 学 講 座 専任講師 篠崎貴弘 筋筋膜痛症候群の中枢における疼痛反応に関する研究

EP22D011 歯 科 補 綴 学 第 Ⅰ 講 座 教授 飯沼 利光
高齢者の口腔環境改善による寿命の延長を図る―抗菌活性
を付与した義歯の実用化に関する研究

外部許可追
認２
2022/9/15

東京医科歯科大学講師
竹 内 康 雄
日本大学歯学部基礎自然
科 学 分 野

助教 渡邊　孝康
歯周病およびインプラント周囲疾患の原因および
治療効果の検討

EP22D012 生 化 学 講 座 准教授 津田　啓方
歯髄および歯周組織細胞の内向および外来刺激に対する反
応性の研究

EP22D013 生 化 学 講 座 准教授 津田　啓方
歯髄および歯周組織細胞の内向および外来刺激に対する反
応性の研究

EP22D014 歯 科 矯 正 学 講 座 准教授 納村　泰弘 ブラケット装着時におけるフッ素配合歯磨材の接着阻害について

EP22D015 歯 科 矯 正 学 講 座 准教授 馬谷原 琴枝 歯周組織における外来刺激応答性の研究

EP22D016 歯 科 保 存 学 第 Ⅱ 講 座 准教授 清水 康平
口腔顔面領域で発症した神経障害性疼痛への治療法に対す
る研究

外部許可追
認３
2023/1/19

岡山大学病院歯科・口腔イン
プラント科教授　窪木 拓男
日本大学歯学部歯科放射線学
講座

准教授 松本　邦史
顎関節症の病態診断および症状や兆候を臨床現場でフォ
ローアップするための新規診察票，質問票と診断基準のブ
ラッシュアップ

文字色付きの研究課題名は，インフォームド・コンセントを受ける代わりに情報公開により研究の実施が認められたものです。詳細は「患者さ
んへの研究協力お願い」PDFファイルを御覧ください。					
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